
福島県工賃向上研修会を開催しました！！

『実践体験から、工賃向上への現場で生かすコツを学ぶ』

『実践体験から、現場で生かすコツを学ぶ 2 日間』研修会

本年度の「工賃向上研修」は、講師に(有)キュベル代

表/NPO 障がい者就労支援事業共創ネットワーク 理事

長 風間英美子氏を迎え、11月と1月の計2日間の研修

会を開催いたしました。

過去3ヶ年、日本セルプセンター関与の「工賃向上研

修」は、平成28年度:収支管理・損益分岐点、平成29年

度:職員の工賃向上へのモチベーション作り、平成30年

度:目標管理と事業計画をテーマに行ってまいりました。

今年度は、全事業所を対象に、改めて「工賃向上の軸

足」を設定したいと考えました。具体的には、目的として、参加者が互いに刺激し合う

ことで、改めて工賃向上の意味を理解し、それに取り組む姿勢を整える（意識向上を図

る）。 目的として、工賃向上の３つの軸足が理解できる(「Bの役割」「就労会計」「マー

ケティング」を実践体験から、現場で生かせる学びを得る)。これらを、講義とそれに続

くワーキンググループによって学び、実践への示唆となる知識を得ることを研修いたし

ました(1回目の宿題を2回目までに各自の日々の事業活動で検証)。参加者からは研修会

への多くの高評価を得ました。来年度も、工賃向

上に向けての皆様への示唆となるような研修会を

企画してまいりたい所存です。

工賃向上は一朝一夕には達成できません。常にそ

のことを日々の事業活動の中で考え、振興会のこ

のような研修会を貴重な機会と認識し、さらなる

工賃向上への具体的な施策を考え出して参りまし

ょう。

（ＮＰＯ法人日本セルプセンター 小林 克彦）

≪事務局通信≫

３月２４日に福島市に東京五輪の聖火が到着し、福島駅東口にて「復興の火」

が展示されましたが、その日のうちに東京五輪が延期になってしまいました。新

型コロナの拡大が懸念されております。感染予防対策に万全を期していただき

たいものです。
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